
自分の信仰の旅

• マッカーティン（McCartin）
• キリスト者となって約1,500年
• 両親二人とも

• ミッションスクール

• 日曜のミサ、毎日の祈り、許しの秘跡

• イエスは私たちの罪を購うために来た

• 死んだら天国に入る



神学校

ヴァチカン公会議の後：変化（改革）

ショックを受けた

〜何も知らなかった

イエスのことも： 何をした

何故それをした



150,0000,0000年前



140,0000,0000年前



45,0000,0000年前



44,5000,0000年前



39,0000,0000年前



6,0000,0000年前



4,2500,0000年前



4,2000,0000年前



3,9500,0000年前



3,7000,0000年前



2,3500,0000年前



2,1600,0000年前



1,5000,0000年前



2600,0000年前



私たち ＝ 星の埃
星の分子



環境

地球でできた物はその環境に合った物だ。

環境を変えたら新しい環境に合わない可能性があ
る：人工的な化学物質など：

農薬（農毒薬）

ネオニコチノイド  ミツバチ

印刷機の洗浄剤：1,2ジクロロプロパンと

ジクロロメタン ⇒ 胆管癌？



自然（宇宙）の一部

（自然との一致）



文明



アブラハムなど

• エジプトへ

• 奴隷化

• 反乱・脱出







モーゼ

• ⼗戒：解放してくだ
さった神様しか崇拝し
ない

• ≈（イスラエルの）憲法



イスラエル

ソロモン王 エレミヤ



貧富の差の強化
イエスの運動：改革

神の国を告げ知らせた
（御国が来ますように）
⽖弾きされる⼈々と⾷事

癒し
許し
教え
⽀配者を⾮難



イエスを信じること＝イエスと
同じように⽣きる＝毎⽇のこと
(＝神学校で習ったこと)

ラブ・ストーリー（恋物語）



死刑



聖書の作成（完成）

• 伝統、神話
≈ 天照⼤神



キリスト「教」

• コンスタンティヌス
• 迫害から国教へ
• 信仰が政治的な決定
• ⽣き⽅から宗教へ
（マッカーティン
迄）

• ⽣命保険／賞罰



教会はイエスの教えから離れる

ミッション The Mission 1986年



ルイス・フロイス神父の話によると
1567年のクリスマスのとき，
堺には敵対する松永久秀軍と
三好三人衆の軍勢があり，

その両方の陣営ともに信者の武士が多くいた。
彼らは「自分たちが
どれほど互いに愛し合っているかを
異教徒たちに示そう」と，
敵同士だったにもかかわらず，
一緒にミサを行った後，
料理を持ち寄ってもてなし合ったそうだ。

しかし次の日には戦いを続けた。



一耳獨懸命、
多聞罕入魂。
（話聞不行病）



「・・・福音は、

歴史の中で実際に体験された
自由の束縛／罪にからめて、
説かれるべきである。」
ブレンダン・ラヴェット
「On Earth As In Heaven」 (5)

… the Gospel has to be preached in relation to the concrete historical experience of unfreedom/sin.



科学の発見

• 天動説 ⇒地動説

• 創世記、聖書全体？

• 教会の教え？



機械的な宇宙

ベーコン
英 1561-1626

デカルト
仏 1596-1650

ニュートン
英 1643-1727



宗教 対科学
科学は⾒える物しか信じない

（確認できる物）
宗教を信じない
教会は科学を疑う



⽶国が⼀番強い
基地は38の外国に



金儲けはいやしいこと

とみなす儒教道徳から、

金儲けはよいことである

という道徳への転換など、

近代化に必要な考え方の

変化をおこすのに、

こうした政策は

非常に役立った。

吉田茂
「日本を決定した百年」
日本経済新聞社



技術の発達 ー 道徳から離れる



毎日の生活は信仰から離れる

スウィーニー機長



ザベルカ神父









原発



科学の発見、発明

技術：どれを利用？

どれを利用しない？

誰が決める？

核兵器・原発？



私達が環境・地球を破壊している

大罪

意識していない

信仰・倫理教育、祈り（黙想）は足りない



Lynn White 教授
プリンストン大、スタンフォード大、

カリフォルニア大ロサンゼルス校（歴史学）

「環境破壊の

ための責任は

キリスト教に

ある」
（1967年）



最近まで教会は環境問題には
関心は殆どなかった

(− 中近東は砂漠が多い)

今聖書などを読み直している



神は彼らを祝福して言われた。

「産めよ、増えよ、地に満ちて

地を従わせよ。

海の魚、空の鳥、地の上を這う生き
物をすべて支配せよ。」

創世記：1章 28節



教皇の言葉

「⾃然と被造物に対する
義務は、私たちの信仰の
本質的な部分である事を
認識する」キリスト者を
求めている。 (＃15)

「創造主である神と共に
⽣きる平和、創造された
すべてのものと共に⽣き
る平和」（1990年１⽉１⽇）



地球、その存在そのものが我々
に語りかけます。それに⽿を傾
けることを私たちは学ばなくて
はなりません。



神によって秩序と調和に満ちて創造
された世界を人はもっと敬わなけれ
ばなりません。

私たちが生き残るためにはこの定め
を知り、それに従わなければなりま
せん。

今ある欲望に溺れることなく、大地
の声にもっと従順になることが、私
たちの明るい未来のために不可欠で
す。



小さな悟り

聖なるかな、

聖なるかな、聖なるかな、

万軍の神なる主。

主の栄光は天地に満つ。

天のいと高きところにホザンナ。

。。。



まことに聖なる父よ、

造られたものはすべて、

あなたを

ほめたたえています。

第三奉献文



ミサ＝イエスの記念

信仰の神秘：主の死を思い。。
。



感謝

こんなに物を沢山持っているのに幸せではない。
もっと物（電化製品など）を増やしても幸せにはならない
だろう。



（ホームレス）





神様＝お金

宗教＝経済



買い物
日本の食料自給率は先進国で最下位の40％。それなのに残飯の量は世界一

廃棄物が年間５千万トン、東京ドーム１５０杯分出るんですけど、その41％
が残飯です。地球上で１日４万人、年間で１５００万人が餓死してますけ

ど、この人達に残飯をあてがうと、全部生き返るんです。（週間朝日

2002）

日本国内の食堂とレストランで食事の3.3％が食べ残しになっている。家

庭を含めると約11兆円分の食べ残しがあるとの政府試算もある。（朝日新

聞 2005）

全国で33,000トン、東京だけでも、6,000トン。これ、毎日捨てられてい

る食料の量です。ちょっとだけ揚げ色の濃い唐揚げ、ラベルが汚れてしまっ

た缶詰、消費期限が近くなってきた食料、不揃いの野菜や果物・・・どこ

も悪くないのに。。。食料を１トン捨てるためには１０万円程度の消費が

かかると。（セカンドハーベスト ジャパン）



太平洋ゴミベルト



「･･･先進的な産業文化は・・・最大の利
益を得るという経済的理由のため、ある
いは、政治的に支配する目的で、大衆を
コントロールし、魅了し、操る手法を編
み出した。そのために、人間が人間でな
くなっている。キリストに忠実である教
会は、人々が目を覚まし、自分自身、社
会、国家、そして世界がいま置かれてい
る窮状を見据えられるよう、尽力すべき
である。」
ブレンダン・ラヴェット、「On Earth As In Heaven」 p.4

“… advanced industrial culture … has evolved methods of controlling, bewitching 
and manipulating the masses either for the economic reason of profit-maximization 
or for purposes of political control. Persons are therefore made into non-persons 
and fidelity to Christ demands that the Church work to awaken them to their own 
plight and that of their societies, national and global.” 



広告：恐怖心
騙されないように





「いまだ発見されて

いない・・・

この人々こそ・・・

最良である ・・・

彼らは貧しいが・・・

貧困を羞じていない。」

ザビエルの手紙

1549年11月5日



富？

どんな召し使いも二人の主人に

仕える事は出来ない。。。

あなた方は、神と富みに仕える

ことはできない。
ルカ 16: 13



頼朝の祖父為義は

法王の宮廷に召されたときこう
言った。

「わが家の頭に来よといわれた
から参りました。でなければ勅
令があっても参りませぬ。
源氏のものは
二君には仕えませぬから。」



神と冨

二人の主人に
仕える事は出
来ない。

二君には

仕えませぬ。



国に任せていいか

原発

水俣病

アスベスト

国は企業の見方

米国から圧力：狂牛病、 GMOs

選挙・投票の重要さ



信仰の立場から

問題 環境破壊

原因 不安、欲張り

＝神様を信頼していない

解決 「改心して福音を信じなさ
い」

聖霊の賜物を生かす



「コミュニティの力を増進させること、
そして、自分の生活と世界を知り、
それを自らコントロールできるよう、
人々を啓発する環境をつくることが、

世界を癒す存在としての教会の活動の中
心である、

という認識が生まれてしかるべきであ
る。」

ブレンダン・ラヴェット、「On Earth As In Heaven」p.30
What should be emerging is the perception that promoting the power of community, creating a space within which 
people are inspired together to creatively name and control their lives and their world, is at the heart of the 
Church's action as a healing presence in the world. 

(cf NGOs, etc.: one world)









できること

• “It's easy to live in an environment-
friendly way if you don't care what 
people think.” — Bill Plotkin 

• トランジション・ジャパン

• BeGood Café
• 田中優

• 高木善之



終









分かち合い

★ どうしてこの講演会に出たいと思いま
したか。

★ 分からないことがありましたか。

★



経済が中心に

• 教会は「宗教」に
（十戒の世界観と違う）

• 現代：進化論 対 特殊創造説／特別
的創造説

（万物は全能の創造主によって創造され
た時に本質的に現在の姿どおり、進化
または発達したのではない）


